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はじめに 


このたびは、弊社の製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。 

このマニュアルは、 本 パソコンに 内蔵の無線 LAN (圧 EE 802.1 la (J52/W52/W53/W 56) 準 
拠、圧 EE 802.1 lb 準拠、 IEEE 802.1 Ig 準拠）をお使いになる ための 設定に ついて 説明してい 
ま十 

ご使用になる前に本書をよくお読みになり、正しい取り扱いをされますようお願いいたし 
ます。 

2007年9月 


お客様へのお知らせ 


■ワイヤレス•インタオペラビリティ 

本 パソコンは、 DS-SS 方式および OFDM ホ式を基礎とする無線 LAN 製品との相互通信 シ 
ステムの協調を実現するように設計されています。また、無線 LAN 製品の相互接続性を検 
証する「 Wi-Fi Alliance®」 が定義する、無線 LAN 標準の 「Wi-Fi®」 に準拠しております。 

■電波放射の環境への影響 

.本 パソコンは、 他の高周波デバイス同様に、高周波エネルギーを放出していますが、本 
パソコンが 放出するエネルギーのレベルは、例えば携帯電話のような無線デバイスが放 
出する電磁エネルギーよりはるかに低く抑えられています。 

•本 パソコンは、 高周波安全基準および勧告のガイドライン内で動作するた め、 本 パソコ 
ンの使用者にがし、を全性を確信しています。本基準および勧告は、科学界の統一見解 
を反映しており、研究班の審議および広範な研究文献を継続的に調査し解釈する科学者 
たちの委員会を根本としています。 

. ある状況や環境において、本パソコンの使用は、建物の所有者や団体の責任ある代表者 
により制限されることがあります。例えば、下記に挙げる場合です。 

-他のデバイスやサービスに対し干渉の危険がある韻境での使用 
•特定の団体や環境（例えば空港）で無線デバイスの使用に適用される方針が明確に分か 
らない場合は、機器の電源を入れる前に本パソコンの使用許可について問い合わせをし 
てください。 

■ 電波が射の人体への影響 

本パソコンから放射される出カパワーは、例えば携帯電話が放射する電波のレベルよりは 
るかに低くなっています。それでも、本パソコンは、通常の勤作中に人間の接触にがし電 
位が最小限にとどめられるように使用されなくてはなりません。使用中は本パソコンのア 
ンテナ部分に極力触れないでください。 

アンテナについては、パソコン本体の マニュアルの 「各部を称」をご覧ください。 

■屋外での使用について 

本パソコンに内蔵の無線 LAN を 5.2/5.3GHZ 帯でご使用になる場合、電波法のをめにより屋外 
ではご利用になれません。 
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■海外での使用について 

本 パソコンは、 日本国内での無線規格に準拠し、認定を取得しています。日本国内でのみ 

お使いいただけます。また、海外でご使用になると罰せられることがあります。 

■無線機器との通信について 

Bluetooth ® ワイヤレステクノロジー機器とは通信規格が異なるため通信できません。 

■航空機内での使用について 

航空機内での使用は、各航空会社に事前にご確認ください。 

■干渉に関するま意事項 

.本 パソコンは、 高周波 エネルギーを 発生させ、使用し、また放射します。 

-本書に従わずに設定したり使用したりすると、無線通信に有害な干渉を生じることがあ 
ります。 

-本パソコンがラジオ、テレビの受信機に有害な干渉を与える原因となっている場合は（本 
パソコンの電源を入/切することで原因となっているかが判別できます）、次の方法で干 
渉を取り除くようにしてください。 

-本 パソコンと 受信機の距離を離す 

-受信機を接続しているコンセントと別系統回路のコンセントに本パソコンを接続する 
-経験のあるラジオ/テレビ技術者に相談する 

. 本パソコンの不正な改造は行わないでください。 

-本 パソコンの 不正な改造により発生した、ラジオや テレビへの 干渉に ついての 責任を負 
いません。 

-近くに他のチャンネルを使用している無線 LAN 權器がある場合、干渉により本来の性能 
が出ない場合があります。この場合、他のチャンネルを使用している無線 LAN 機器と使 
用しているチャンネルの間隔をあけるように変更して干渉の影響が最小となるチャンネ 
ルでお使いください。それでも解決しない場合は、他のチャンネルを使用している無線 
LAN 機器から 3 m が上離して干渉の影響が最小となる場所でお使レ、ください。 

- 圧 EE 802.1 Ig と 圧 EE 802.1 化の 無線 LAN が混在する環境では、 圧 EE 802.1 Ig は 圧 EE 802.1 lb 
との互換性をとるため、圧 EE 802.1 Ig 本来の性能が出ない場合があります。 圧趾 802.1 Ig 
本来の性能が必要な場合は、 圧 EE 802.1 Ig と 圧 EE 802.1 lb を別の無線 LAN ネッ ト ワークに 
し、使用しているチャンネルの間隔を5チャンネルな上あけてお使いください。 

. 本 パソコンに 内蔵されている圧 EE 802.11 b、IEEE 802.1 Ig 準拠の無線 LAN は、 Bluetooth ® 
ワイヤレステクノロジー 權器と同じ周波数帯 （2.4 GHz 帯）を使用するた め、パソコン 本 
体の近辺で Bluetooth ® ワイヤレステクノロジー 機器を使用すると電波干渉が発生し、通 
信速度の低下や接続不能になる場合があります。 

■ Bluetooth ® ワイヤレステクノロジー機器との電波干渉を防ぐに 
は 

次の対策を行うと、電波の干渉を防ぐことができる場合があります。 

- Bluetooth ® ワイヤレステクノロジー機器とパソコン本体との間は 10 m な上離して使用す 
る。 

-無線 LAN または 目山 etoo 化®ワイヤレス テクノ ロジー機器の一方の電源を切る （B 山 etoo 化® 
ワイヤレス テク ノ ロジー機器を内蔵している場合や、単独で電源を切れないものを除 
く）。 
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• 無線 LAN または B 山 etoo 化® ワイヤレステクノロジー機器のいずれかの電波を、ユーティ 
リティを使って停止する。 

•無線 LAN の圧 EE 802.1 la (5 GHz 帯）を利用する（ただし利用できるのは屋内のみ)。 


この機器の使用上のを意 


2.4 DS /0 F 4 


上記表示の 2.4 GHz 帯を使用している無線設備は、全帯域を使用し、かつ移動体識別装 
置の帯域を回避可能です。変調ホ式としては DS - SS 方式および OFDM ホ式を採用して 
おり、与干渉距離は 40 m です。 

本パソコンの使用周波数帯では、電子レンジ等の産業.科学-医療用權器のほか工場 
の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）お 
よび特定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されています。 

1. 本パソコンを使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線 
局が運用されていないことを確認してください。 

2. 万一、本パソコンから移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生し 
た場合には、速やかに電波の発射を停止した上、下記の連絡先にご連絡頂き、混信 
回避のための処置等（例えば、 パーティションの 設置など）についてご相談してく 
ださい。 

3. その他、本パソコンから移動体識別用の特定小電力無線局に巧して電波干渉の事例 
が発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、次の連絡先へお問い合わせ 
ください。 

連絡先：「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」 


本パソコンの IEEE 802.1 1 a について 


に EE802.11a 

J52 W52 W53 W56 


本パソコンの 圧 EE 802.1 la は、が下のチャンネルを使用できます。 

• J 52 : 34(5,170 MHz )/38(5,190 MHz )/42(5,210 MHz )/46(5,230 MHz ) 

- W 52 : 36(5,180 MHz )/40(5,200 MHz )/44(5,220 MHz )/48(5,240 MHz ) 

- W 53 : 52(5,260 MHz )/56(5,280 MHz )/60(5,300 MHz )/64(5,320 MHz ) 

- W 56 : 100(5,500 MHz )/104(5,520 MHz )/108(5,540 MHz)/l 12(5,560 MHz)/l 16(5,580 MHz )/ 
120(5,600 MHz )/124(5,620 MHz )/128(5,640 MHz )/132(5,660 MHz )/136(5,680 MHz )/ 
140(5,700 MHz ) 

圧趾802.1 la を使用する場合は、上記チャンネルを利用できる無線 LAN 製品とのみ通信 
が可能です。 

本パソコンのアドホック通信で圧 EE 802.1 la を使用する場合は、既存のアドホックネッ 
トワークに接続する場合のみ、 W 52 のチャンネルで通信することができます。アドホッ 
ク通信を行う場合は、通信を行う機器が W 52 のチャンネルに対応していることを確認し 
てください。 
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51 严品ご使用時にかナるセキユリティに関する 


お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。 


無線 LAN では、 LAN ケーブルを 使用す る 代わりに、電波を利用して パソコン などと無線 
LAN アクセスポイント（ワイヤレス LAN ステーション、ワイヤレスブロードバンドルータ 
など）間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続が可能で 
あるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場所に届くため、 
セキュ y ティに関する設定を行っていない場合、な下のような問題が発生する可能性があ 
ります。 

-通信内容を盤み見られる 
悪意ある第兰者が、電波を故意に傍受し、 

-の やパスワード又はクレジットカード番号などの個人情報 
-メールの 内容 

などの通信内容を盤み見られる可能性があります。 

-不正に侵入される 

悪意ある第兰者が、無断で個人や会を内のネットワークへアクセスし、 

-個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

■特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

■傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

-コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破攘する（破壊） 

などの巧為をされてしまう可能性があります。 

本来、無線 LAN アクセスポイントや本パソコンに内蔵されている無線 LAN は、これらの 
問題に対応するための七キュリティの仕組みを持っています。 

そのため、別途ご購入された無線 LAN アクセスポイントなどの無線 LAN 製品の、七キュ 
リティに関する設定を正しく行うことで、これらの問題が発生する可能性を少なくするこ 
とができます。 

しかし、無線 LAN アク七スポイントなどの無線 LAN 製品は、ご購入時のが態では七キュ 
リティに関する設定が施されていない場合があります。 

上記のようなセキュリティ問題が発生する可能性を少なくするためには、無線 LAN アク七 
スポイントなどの無線 LAN 製品に添付されている取扱説明書に従い、これらの製品のセ 
キュリティに関するすべての設定を必ず行ってください。 

なお、無線 LAN の仕様上、特殊な方法によりセキュ y ティ設定が破られることもあり得ま 
すので、ご理解のうえ、ご使用ください。 

七キュ y ティの 設定などに ついて、 お客様ご自分で対処できない場合には、「富±通パーソ 
ナル製品に関するお問合せ窓口」までお問い合わせください。 

当社では、お客様が七キュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理解した 
うえで、お客様自身の判断と責任においてセキュリティに関する設定を巧い、製品を使用 
することをお勧めします。 

セキュリティ対策を施さず、あるいは、無線 LAN の仕様上やむを得ない事情により七キュ 
y ティの問題が発生した場合、当をは、これによって生じた損害にがする責任を負いかね 
ます。 
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本書の表記 


■本文中の記号について 

本文中に記載され ている 記号には、次のような意味があります。 


記号 

意味 

が 重要 

お使いになる際の注意点や、してはいけないことを記述しています。必 
ずお読みください。 

P POINT 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

— * 

参照ページを示しています。 


■画面例およびイラストについて 

表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、実際に表示され 
る画面やイラスト、およびファイル名などが異なることがあります。 


■連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「^」でつなげて記述しています。 

例：「スタート」ボタンをクリックし、「すべてのプログラム」をポイントし、「アク七サ 
リ」をタリックする操作 
丄 

「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「アクセサリ」の順にクリックします。 


■製品の呼び方 

本書に記載されている製品名称などを次のように略して表記しています。 


製品名称 

本文中の表記 

Windows Vista ® Home Premium 

Windows 


Microsoft 、 Windows、Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における 
を録商標または商標です。 

Atheras 、 XSPAN、Super AG、Total 802.11 は 、 Atheros Communications, Inc. の商標であり、弊社は 
同社の許可に基づき当該商標を使用しています。 



Bluetooth は 、 Bluetooth SIG の商標であり、势社へライセンスされています。 
その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標でず。 

その他の各製品は、各社の著作物です。 

All Rights Reserved, Copyrigh 憾 FUJITSU LIMITED 2007 
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_ 第 1 章 _ 

お使いになる前に 

無線 LAN 機能をお使いじなる前に、必ずお読みくださし、。 


1概要 
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概要 


ここでは、無線 LAN 機能の特長、および無線 LAN を使用してできることを説明 
します。 


無線 LAN 機能の特長 


主な特長は、次のとおりです。 

.Super AGT ^ に対応しています 。 Super AGT ^ は Super AG ™ に対応した無線 LAN アク七 
スポイントとの通信を行うときのみ利用できます。 

. 2.4 GHz 帯および 5 GHz 帯の小電力通信システムを使用しているため、無線免許が不要で 
す。 

• IEEE 802.1 la ( J 52/ W 52/ W 53/ W 56) 、圧 EE 802.1 lb および圧 EE 802.1 Ig に準拠しています。 

-最大で規格値 54 Mbps 無線 LAN にが応しています。 

^表示の數値は、無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示 
すものではありません。 

-パソコン 本体と通信相手の機器との推奨する最大通信距離は、 IEEE 802.1 la ( J 52 AV 52 AV 53 / 
W 56) 準拠 （5 GHz 帯）では見通し半径 15 m な内 、 IEEE 802.1比準拠 、 IEEE 802.1 Ig 準拠 （2.4 GHz 
帯）では見通し半径 25 m が内となります。ただし、設置環境（壁や柱などの影響）により 
短くなる場合があります。 

• 旺邸 802. IX 認証や WPA 2 などのセキュリティ機能にが応し、部外者による侵入を防ぐこ 
とができます。 


無線 LAN の通信の種類 


無線 LAN を使うと、 LAN ケーブルを使わずにネットワークに接続することができます。無 
線 LAN による通信には、「インフラストラクチャ通信」と、「アドホック通信」とがあります。 

■インフラストラクチャ通信 

無線 LAN アク七スポイントを利用したネットワークを「インフラストラクチャ通信」とい 
います。 

この機能を使うと、無線 LAN アク七スポイント経由で有線 LAN に接続したり、インター 
ネットに接続したりできます。 

無線 LAN アク七スポイントには、ワイヤレスブロー ドバンドルータなどがあります。 
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かの図は、インフラストラクチャ通信の例です。 


有線 LAN 



■アドホック通信 

無線 LAN でパソコン同±を接続する方法を「アドホック通信」といいます。この場合、イ 
ンターネットには接続しません。 

一時的な簡易ネットワークを構成する場合に適しています。 

次の図は、アドホック通信の例です。 
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無線 LAN 接続のための動作環境 


■インフラストラクチャ通信の場合 


次の無線 LAN アクセスポイントを使用した、インフラストラクチャ通信が可能です。 
無線 LAN アクセスポイントのご利用については、無線 LAN アクセスポイントのマニこ 
ルをご覧ください。 

• ワイヤレス LAN ステーション FMWT -201 
• ワイヤレス LAN ステーション FMWT -501 
• ワイヤレス LAN ステーション FMWT -52 A 
• ワイヤレス LAN ステーション FMWT -52 B 
• ワイヤレス LAN ステーション FMWT -52 AB 
. ワイヤレス LAN ステーション FMWT -52 BB 
. ワイヤレス LAN ステーション FMWT -53 A 
. ワイヤレス LAN ステーション FMWT -53 G 
. ワイヤレス LAN ステーション FMWT -54 AG 
. ワイヤレス LAN ステーション FMWT -55 AG 
• ワイヤレス LAN ステーション FMWT -56 AG 
• ワイヤレスブロードバンドルータ FMWB 民- 101 
• ワイヤレスブロードバンドルータ FMWB 民- 102 


.ア 


• ワイヤレスブロードバンドルータ FMWB 民- 201 
•ファミリーネットワークステーション FMFNS -101 
•ファミリーネットワークステーション FMFNS -102 
•ファミリーネットワークステーション FMFNS -103 
-ファミリーネットワークステーション FMFNS -104 
-ファミ y ーネットワークステーションー TFMFNS -201 
-ファミ y ーネットワークステーションー T FMFNS -202 
. ファミリーネットワークステーションー T FMFNS -203 
• FMV ステーション FMVST -101 


• FMV ステーション FMVST -102 
. 弊を製 ホームサーバー 機能搭載機種 


が重要 

►インフラストラク于ヤ通信でお使いになる場合のミ主意 
本パソコンに内蔵されている無線 LAN の IEEE 802.1 1 b では、無線チヤンネルとしてチヤン本 
ル1〜13を使用しています。 

インフラストラク于ヤ通信（無線 LAN アクセスポイント経由のネットワーク）をお使いになる 
場合、接続する無線 LAN アクセスポイントによっては、使用する無線チヤンネルが14于ヤン 
ネルに設定されている場合があります。 

この場合、無線 LAN アクセスポイントの于ヤンネルを1〜13の間に設定してください。 

無線 LAN アクセスポイントのチヤンネルの設定方法については、お使いの無線 LAN アクセス 
ポイントのマニュアルをご覧ください。 
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► ワイヤレス LAN ステーシヨ ン FMVVT -201 またはワイヤレス LAN ステーシヨ ン FIV 1 WT -501 を 使用 
する場合のミ主意 

インフラストラクチャ通信を行う場合は、「ワイヤレス LAN カードの設定」をしないでくださ 
し、。これは、ワイヤレス LAN カード CFMV - W 181 または FMV - JW 181) を使用する場合の設定 
です。本パソコンをお使いになる場合は、「接続」（一 P .15) をご覧〈ださい。 

なお、な下は該当する無線 LAN アクセスポイントのマニュアルの該当箇所です。 

-ワイヤレス LAN ステーシヨン FMWT -201 をお使いの場合 
『ワイヤレス LAN ステーシヨン FMWT -201 取巧説明書 H 
-該当簡巧 

「2.1 Client Manager をインストールする」 

「2.3ワイヤレス LAN 力ードのパラメータを設定する J 
-ワイヤレス LAN ステーシヨン FMWT -501 をお使いの場合 
『ワイヤレス LAN ステーシヨン FMWT -501 取极説明書 H 
-該当箇所 

「2.1 Client Manager をインス！—ルする」 

「2.3ワイヤレス LAN 力ー ドのパラメータを設定する J 
►本パソコンとワイヤレス LAN ステーシヨン FMWT -201 の細み合わせでインターネットに接続す 
る場合の注意 

-電話回線を使用してインターネットに接続することはできません。 

- ADSL (PPPo 口回線を使用してインターネットに接続する場合は、ステーション設定ッール 
のに P の設定画面のに onnection 」 を 「 Automatic 」 に設定して〈ださい。ステーション設定 
ツー ルについては、ワイヤレス LAN ステーシヨン FMWT -201 のマニュアルをご覧くださし、。 


■アドホック通信の場合 


次の製品とのアドホック通信が可能です。 

. 弊社:製無線 LAN (圧 EE 802.1 la ( W 52) 準拠、 圧 EE 802.1 lb 準拠、 IEEE 802.1 Ig 準拠）搭 
載のパソ コン。 [注] 

-次のワイヤレス LAN カードを搭載したパソコン。 


-ワイヤレス LAN カード FMV - JW 181 
-ワイヤレス LAN カード FMV - JW 182 
-ワイヤレス LAN カード FMV - JW 183 
-ワイヤレス LAN カード FMV - J \ V 481 [な J 
-ワイヤレス LAN カード FMV - JW 482 
-ワイヤレス LAN カード FMV - W 181 
-ワイヤレス LAN カード FMV - W 182 

液晶プロジェクタ PJ - X 3500 +ワイヤレス LAN / LAN ユニット PJX 35- WL 1 


を ： IEEE 802.1 1 a ( W 52) 準拠をサポートしていない製品で 、 IEEE 802.1 1 a ( W 52) 準拠でのアドホッ 
ク通信を巧うには、アツブデートを行い IEEE 802.1 1 a ( W 52) 準拠で通信できるようにする必要が 
あります。 
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良好な通信を行ラために 


使用環境により正常に使用できない場合があります。パソコン本体は下記の点に注意して 
設置してください。 

• パソコン 本体と通信ホ目手の機器との推奨する最大通信距離は、 IEEE 802.1 la CJ 52 AV 52 AV 53 / 
W 56) 準拠 （5 GHz 帯）では見通し半径 15 m な内 、 IEEE 802.1 lb 準拠 、 IEEE 802.1 Ig 準拠 （2.4 GHz 
帯）では見通し半径 25 m が内となります。ただし、無線 LAN の特性上、ご利用になる建物 
の構造や材質、障害物、ソフトウユア、設置状況、または電波状況等の使用韻境により通 
信距離は異なります。また、通信速度の低下や通信不能となる場合もあります ので あらか 
じめご了承ください。 

. パソコン 本体は、他の電気機器から離して設置してください。 パソコン 本体と電源が入っ 
た電気機器を近づけていると、正常に通信できなかったり、電気機器の障害になったり 
することがあります。 

正常に通信できない場合は、使用するチャンネルや使用場所を変更してください。 

特に、電子レンジなどの強い高周波エネルギーを出す機器の使用時は、影響を受けやす 
く、正常に通信できないことがあります。 

•放送局や無線機などが近く、正常に通信できないときは、パソコン本体の設置場所を変 
えてみてください。周囲の電波が強すぎると、正常に通信できないことがあります。 

• IEEE 802 .Ua 準拠の W 53 (52 〜 64 ch ) 、 W 56 (100〜 140 ch ) では、無線 LAN アクセス 
ポイントの DFS 機能が作動した場合、通信はいったん切断されます。 DFS 機能により、 
その無線 LAN アクセス ポイントが再起動した場合は、 W 53/ W 56 が外のすべての通信も 
いったん切断されます。 


電波を停止する 


病院や飛行機内、その他電子機器使用の規制がある場所では、あらかじめ無線 LAN の電波 
を停止してください。 

■ ワイヤレススイッチで停止する 

ワイヤレススイ ッチを OFF にすると、無線 LAN の電波を停止します。 

ワイヤレススイ ッチに ついては、パソコン 本体の マニュアルの 「各部あ 称」 をご覧く ださい。 

■ 5 GHZ 帯の電波の発信を停止する 

このパソコンを 屋外でお使いになる場合、 5 GHz 帯の電波を停止する必要があります。 

1 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウインドウが表示されます。 

2 「ハ-ドウエアとサウンド」一「デバイスマネージャ」の順にクリックしま 
す。 

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されます。 
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3 「続巧」をクリックします。 

「続行」が表示されず「营理者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウン 
卜のパスワードを入力してから 「0 K 」 をクリックします。 

「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

4 「ネットワークアダプタ」の左の「+」をクリックして「一」にします。 

5 「Atheros AR 5006 EXS Wireless Network Adapter 」 を右クリックし、 
表示されるメニューから「プロパティ」をクリックします。 

「Atheros A 艮5006 EXS Wireless Network Adapter のプロパティ」ウィンドウが表示され 
ます。 

6 「詳細設定」タブの 「Wireless Mode Selection 」 をクリックします。 

7 「値 J の一覧から r 2.4 GhzOnlyJ を選択します。 

8 「 OKJ をクリックします。 

9 「デバイスマネージャ J ウィンドウを閉じます。 

10 「コントロールパネル J ウインドウを閉じます。 


電波の発信を開始する 


無線 LAN 機能を使って通信を行う場合は、無線 LAN の電波ボ発信できるが態にしてくだ 
さい。 

■ワイヤレススイッチで開始する 

ワイヤレススイッチを ON にします。 

ワイヤレススイッチについては、パソコン本体のマニュアルの「名■部ぶ称」をご覧ください。 

■ 5 GHZ 帯の電波の発信を再開する 

1 「スタート」ボタンー「コントロールパネル J の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

2 「ハードウエアとサウンド」一「デバイスマネージャ J の順にクリックしま 
す。 

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されます。 

3 「続行」をクリックします。 

「続行」が表示されず「管理者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウン 
卜のパスワードを入力してから 「0 K 」 をクリックします。 

「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

4 「ネットワークアダプタ」の在の「+」をクリックして「一」にします。 
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5 「Atheros AR 5006 EXS Wireless Network Adapter 」 を右クリックし、 
表示されるメニューから「プロパティ」をクリックします。 

「Atheros A 艮5006 EXS Wireless Network Adapter のプロパティ」ウィン ドウが表示され 
ます。 

6 「詳細設定 J タブの 「Wireless Mode Selection 」 をクリックします。 

7 「値」の一覽から 「 AutoJ を選択します。 
g 「 OK 」 をクリックします。 

9 「デバイスマネージャ」ウィンドウを閉じます。 

10 「コントロールパネル」ウィンドウを閉じます。 
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接続 

無線 LAN じ接続するための設定を行います。 

1 無線 LAN の設定をする前に . 16 

2準偏をする . 17 

3 無線 LAN の設定をする . 18 
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1 無線 LAN の設定をする前に 


設定を始める前にご確認〈ださい。 

無線 LAN のネットワークには、無線 LAN アクセスポイントを利用したネットワーク（イ 
ンフラストラクチャ通信）と、パソコンどうしを接続するネットワーク（アドホック通信） 
があります。 

無線 LAN を使うには、無線 LAN アクセスポイントまたは他のパソコンと、本パソコンと 
を電波で接続するための設定を行う必要があります。 

また、インフラストラクチャ通信の場合は、無線 LAN アクセスポイントの設定も行ってお 
きます。無線 LAN アクセスポイントの設定方法にっいては、無線 LAN アクセスポイント 
に添付されているマニュアルをご覧ください。 

が重要 

► それぞれの機器のマニュアルもご覧ください 

すでにあるネットワークに本パソコンを追加する場合は、接続■設定内容について、それぞれ 
の機器やブロバイダのマニュアルもあわせてご覧ください。 

► 自動設定ツールで設定されたネットワークに追加したい場合は 
本パソコンに内蔵されている無線 LAN モジュールでは、自動設定ツールをサポートしていない 
ため、自動設定ツールによって構築されたネットワークへのパソコンの追加はできません。す 
でにあるネットワークが自動設定ツールによって構築されている場合は、自動設定を解除して 
から、すべてのパソコンと無線 LAN アクセスポイントを手動で設定し直して〈ださい。 

► 無線 LAN アクセスポイントの于ャンネルを確認してください 
本パソコンに内蔵されている無線 LAN の IEEE 802.1化では、無線チャンネルとしてチャン本 
ル1〜13を使用しています。 

接続する無線 LAN アクセスポイントによっては、使巧する無線于 ャン ネルが14于 ャン ネルに 
設定されている場合があります。 

この場合、無線 LAN アクセスポイントのチャンネルを1〜13の間に設定してください。なお、 
設定ち法については、お使いの無線 LAN アクセスポイントのマニュアルをご覧ください。 


P POINT 

►本パソコンの内蔵無線 LAN モジュールではインフラストラクチャ通信の場合、チャンネル（周 
放数帯）を設定する必要はありません。接続しようとするネットワークで使用しているチャン 
ネルを自動的に検知し、そのチャンネルで通信します。チャンネルの変更が必要な場合は、無 
線 LAN アクセスポイント側で設定してください。設定方まについては、無線 LAN アクセスポ 
イントのマニュアルをご覧ください。 

また無線 LAN アクセスポイントによっては、 ADSL (PPPoE) を使巧してインターネットに接 
続する場合に、パソコンの MTU サイズを変更する必要があります。 

詳しくは、無線 LAN アクセスポイントのマニュアルをご覧ください。 


16 第2章接続 



2 準備をする 


無線 LAN の設定に必要な準備を行います。 

1 無線 LAN の設定に必要な設定値を巧意します。 

設定値には次のものがあります。 

•ネットワークぶ （ SSID ) 

ネットワークぶ ( SSID ) とは、無線 LAN アクセスポイントが持っので、無線 
LAN アクセスポイントによっては ESSID と表記されている場合もあります。通信 
したい無線 LAN アクセスポイントのネットワーク名 （ SSID ) をパソコンに設定 
することで、無線 LAN アクセスポイントとパソコンとが無線 LAN でっながります。 
初めて無線 LAN を設定するときは、無線 LAN アクセスポイントのネットワーク 
ぶ ( SSID ) は初期値のままです。無線 LAN アクセスポイントの初期値にっいて 
は、無線 LAN アクセスポイントに添付されているマニュアルをご覧ください。 
アドホック通信の場合は、接続するすべてのパソコンで、同じネットワーク名を 
設定します。 

すでにネットワークが構築されている場合は、そのネットワークに設をされてい 
るネットワーク名 （ SSID ) をパソコンに設定します。 

• 暗号化の種類とパスワード（セキュリティキーまたはパスフレーズ （ WEP キーま 
たは PSK )) 

無線 LAN ではデータの暗号化のために 「 WEP 」、「 WPA - パーソナル」、 「 WPA 2- 
パーソナル」のいずれかの方法を使います。また、それぞれの暗号化はパスワー 
ドを設定することでデータを保護します。このパスワードは「セキュリティキー 
またはパス フレーズ （ WEP キーまたは PStO 」 ともいいます。 

初めて無線 LAN を設定するときは、何も設定されていないため、暗号化の種類と 
パ スワ ードは この 手順の中で設をします。 

すでにネットワークが構築されている場合は、そのネットワークで使用されてい 
る暗号化の種類とパスワードを用意してください。 

2 インフラストラクチャを続の場合は、無線 LAN アクセスポイントの電 
源が入っていることを巧認します。 

無線 LAN アクセスポイントの電源の入れ方にっいては、無線 LAN アクセスポイン 
卜に添付されているマニュアルをご覧ください。 

3 ワイヤレススイッチが ON になっていることを確認します。 

ワイヤレススイッチにっいては、パソコン 本体の マニュアルの 「各部 名称」 をご覧 
ください。 

4 無線 LAN の電波が発信されている状態にします。 

電波を発信する方法は、「電波の発信を開始する」（一 P .13) をご覧ください。 

次に、無線 LAN 接続に必要な設定をします。 
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3 無線 LAN の設定をする 


無線 LAN の設定手順を説明します。 

本 パソコンでは、 Windows の標準機能を使って無線 LAN の設定を行います。無線 LAN の 
設定は、ネットワークプロファイルとして記録されます。 

すでに接続可能な無線 LAN ネットワークがある場合は自動的に検知されます。接続したい 
無線 LAN ネットワークがない場合は、手動で新規のネットワークプロファイルを作成しま 
す。 

1 「スタート J ボタンー「接続巧」の順にクリックします。 

「ネットワークに接続」ウィンドウが表示されます。 

2 「ネットワークに接続」ウィンドウに接続するネットワーク名 （ SSID ) が 
表示されているか確認します。 

•接続するネットワークあ ( SSID ) が表示されている場合は、「ネットワーク名を 
選択する場合」（一 P .19) をご寛ください。 

•無線 LAN アク七スポイントの設定によって接続するネットワーク名 （ SSID ) が 
表示されない場合や、新規にネットワークプロファイルを作成したい場合は、 
「ネットワークプロファイルを手動で作成する場合」（一 P .21) をご覚ください。 

P POINT 

►「ネットワークに接続」ウィンドウに接続巧能なネットワーク名 （SSID) が表示され 
ない場合は、 区] をクリックすると、表示される場合があります。 
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■ネットワーク名を選択する場合 



接続するネッ トワークを ( SSID ) をクリックし、「を続」をクリックします。 


心 J でネ W トワークに巧ち 

接括ずるホッ ト つークをち巧しまず 


I 口. I 「回 1^ 



巧得またはネ 、ソト つークをわ、 ソ トア、リブします 

吊、' ノト つーク'みちわン々一を田ホま责 


織 


I [ キでン tJ レ I 


(レ： I 降の画面は状巧により異なります） 
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2 「七キユリティキーまたはパスフレーズ」 （ WEP キーまたは PSK ) を入力 
し、「を続」をクリックします。 

•インフラストラクチャ通信の場合は、接続する無線 LAN アクセスポイントの設を 
と同じ値を設定します。 

-アドホック通信の場合は、無線 LAN あ続を行うパソコンどうしで同じ値を設をし 
ます。 

設定に使用できる文字と文字歎については、「「セキュリティキーまたはパスフレー 
ズ」 （ WEP キーまたは PSK ) で使用可能な文字と文字数」（一 P .28) をご覧ください。 



户 POINT 

►パスワードを表示するには 

「パスワードの文字を表示する J にチェックを付けておくと、入力している文字を確 
認することができます。 

接続できると、「正しく接続しました」というメッセージが表示されます。 

3 「閉じる」をクリックします。 

「ワイヤレスネットワークの管理」ウィンドウの一覧に、設定した内容がネットワー 
クプロファイルとして保存されます。 

4 表示されているすべてのウィンドウを閉じます。 
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■ネットワークプロファイルを手動で作成する場合 


「ネットワークに接続」ウィンドウの「ネットワークと共有七ンターを開き 
ます J をクリックします。 


L ) f ネットヮ-クに接括 

ネットワークを巧出できません 


isif 回 li^ 


回 


ネ•ダトつークをな出でさまだん • 


ネッの一な 二色ニン 二ータグ テ' I なをきをムぞ了 


ネ 、リ トつ一勺巧•巧化できない巧由斤教が I ，ます 

ぶ --2 ち--ミ 7 ，’っ—々ちぃ - ^ ち 了 

ネが h •つ一勺木がちわンみ一をな穿ます i 


I S 巧但 ） ] I キ r ン它ル ] 


「ネットワークと共有センター」ウィンドウが表示されます。 
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2 「ワイヤレスネットワークの管理 j をクリックします。 


I 口 r 因 liteaii 


|S " ネットワ-クとちち它ンタ- 

ネツ 卜つークとなちたンター 


卜 * ir^ ま 


Symantec LiveUpdate 


す 


っンピュータとデバイスの表 
を 

本ツト つー クに接ち 

つイサレスネダトつークの管 
巧 

}^またはホットフークのた 
ットアップ 

ネツトつーク巧巧の有巧 


フルマップを表を 


A 




FMV-PC 

(このコンピユータ） 


1^. 巧技されていません 


つイサレスネットごークは巧巧巧をです. 
丰ツトフークに接病 


「ワイヤレスネットワークの管理」ウインドウが表示されます。 
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3 「追加」をクリックします。 



「ワイヤレスネットワークに手動で接続します」ウィンドウが表示されます。 

4 ネットワークの種類を選択し、七キユリティの設をを巧います。 

接続するネットワークの種類により、設定内容が異なります。 

•無線 LAN アク七スポイントを利用したネットワークに接続する場合は、「無線 
LAN アクセスポイントを利用したネットワーク（インフラストラクチャ通信）の 
場合」（一 P .24) をご覧ください。 

-コンピュータどうしのネットワークに接続する場合は、「コンピュータどうしの 
ネットワーク（アドホック通信）の場合」（一 P .26) をご覧ください。 
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■無線 LAN アクセスポイントを利用したネットワーク（インフラストラクチャ通 
信）の場合 

1. 「ネットワークプロファイルを手動で作成します」をクリックします。 

回「囚 國 

I U ，!一つイかレスネットフ-クに手0で巧括します 

I 

: どのよラなちをでネジトつークをを如しまずか？ 



この コン ピュータのち 回にある ネジトワークを追加します(鱼） 

現な巧 用 巧をなネジ ト つーク の一度が表示され、 ネタト■:?-クの1つに接ち でき 
まず.接括す ると、 ネジ トつー クのプ□フアイ/レが コンビュータ にな 存されま 
ず. 



<；, ネツトワークプ□フアイ J しを手動でかがしまず(凶） 

-*■ 巧しレホットつークプ□フアイ妨げ巧したり、邸が巧•ットつークをちちし 
て、そのネットつークのプロフアイ J レをコンビュータにな巧することができま 
す，ネジトフークる （ SS の）およびセキュリティキー(該当ずる香を）がねかっ 
ている必要があウます. 





a. アドホックネットワー クを 追加しますに） 

*■1 ファイル または インター ネット接 巧を 巧 有するための一時的な ネ •ジトフー ク をけ 
巧し ます. 


[ キでンレ I 


2. セキュリティの設定を巧い、「次へ」をクリックします。 

が重要 

►セキュリティを設定していない場合、無線 LAN 機能を搭載したすべてのパソコンから 
接続できるため、他のユーザーにデータを盗まれたり、データを破壊されたりする危 
険性があります。セキュリティの設定は必ず行ってください。 

• 「ネットワーク名」 （ SSID ) 

接続する無線 LAN アクセスポイントに設定されているネットワーク名 （SSID 
または ESSID ) と同じ値を入力します。 

• 「セキュリティの種類」 

接続する無線 LAN アクセスポイントのセキュリティの種類に合わせて設定 
します。 

-「暗号化の種類」 

接続する無線 LAN アクセスポイントの暗号化の種類に合わせて設定します。 
• 「セキュリティ キー またはパス フレーズ」 （WEP キー または PSK ) 

「暗号化の種類」が 「 WEP 」、「 WPA - パーソナル」、 「 WPA 2 -パーソナル」の 
場合は、接続するアクセスポイントの設定と同じ値を入力します。 

設定に使用できる文字と文字数にっいては、「「セキュリティキーまたはパス 
フレーズ」 （ WEP キーまたは PSK ) で使用可能な文字と文字数」（一 P .28) を 
ご寛ください。 
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必要に応じて「ネットワークがブロー ドキャストを行っていない場合でも接 
続する」にチユックをイ寸けます。 



P POINT 

► パ スフレー ズを表示するには 

「パス フレーズ 文字を表示する J に チェックを 付けておくと、入力している文字を確 
認することができます。 
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3. 「接綿します」をクリックします。 

面 国 

，!ゴ ワイサレスネジトつークに手巧で接括します 
正黄に を垣加しました 


4 接括しますに)... 

[ネジトつークへの教を!タイアログをおいて接巧します • 


♦ 援境の苦ちを空更しまず ( tl ) 

接爲のプ□パテイを巧き、設定ををまします • 


[ 结 I ；る I 


接続できると、ネットワーク名 （ SSID ) の右側に「接続」というメッセージが 
表示され、「ワイヤレスネットワークの管理」ウインドウの一覧に、設をした内 
容がネットワークプロファイルとして保存されます。 

4. 表示されているすべてのウィンドウを閉じます。 

■コンピュータどうしのネットワーク（アドホック通信）の場合 
1. 「アドホックネットワークを追加します」をクリックします。 


、■，パ ワイ 1"^ レスホットつークに手なで巧ちします 


F 口， I I 回-回 


どのよラな方までネジトつークをを如しますか？ 


このコンビ ュータ のを 回にある ネツ トワークを置阳 します (&) 

—• 現 枉巧用巧を な不ットワー ク の一匡げ 表を され、ネットフークの 1つに接 境で き 
ます. 法 括す ると、 ネジ トワー クのプ□フ アイ J レが コンピユ ータ にな巧されま 

す. 


ネットワークプ□ファイルを手巧で作巧しまず(凶） 

巧しレみットワークブ□ファイホ巧したり、既存のネットワークをおまし 
て、そのネットワークのプ□ファイ J レをコンビュータに保をすることができま 
す，ネットワーク名 ( SSID ) およびたキユリテイキー度当する項合）がわかつ 
ている必要がちります. 



[ キで>1 ZJ ^ ) 


26 第2章接続 





























2 . アドホックネットワークの説明画面が表示されるので内容を確認し、「次へ」を 
クリックします。 

3. セキュリティの設定を巧い、「次へ」をクリックしまず。 

• 「ネットワーク名」 （ SSID ) 

無線 LAN 接続を行うパソコンどうしで同じ値を設定します。 

• 「セキュ y テイの種類」 

無線 LAN 接続を行う パソコン どうしで同じ種類を設定します。 

• 「七 キュ y テイキー または パスフレーズ」 （WEP キー または PSK ) 

無線 LAN 接続を行う パソコン どうしで同 じ 値を設定します。 

設定に使用できる文字と文字数については、「「七キュリティキーまたはパス 
フレーズ」 （ WEP キーまたは PSK ) で使用可能な文字と文字数」（一 P .28) を 
ご覚ください。 

• 「このネットワークを保存します」にチェックを付けます。 


.パ ワイでレス不ジトつークに手巧で度民します 


r°.i i 回 凶 


ホットつークにる前を がけて、 t 丰 ユリ テイオプションを逗ん でく ださい 


f 

V 

ネットつークを任)： 1 

たキュリティの往ま(写)： |WPA2 -パーソナル 

堪ffi'^巧するl^拥 

セキュリティキーまたは 

ipn J IXフ レー スの文すをを巧 

ノなフレース(り； 

U する瞄 

巧このネットつークをな巧します(乂） 

L 

J 


[ 巧へ化!） )1 キ r ンセ>1/ ] 
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4. 「ネットワークの使用準楠ができています」というウィンドウが表示されるの 
で、メッセージの内容を確認して「閉じる」をクリックします。 



「ワイヤレスネットワークの管理」ウィンドウの一覧に、設定した内容がネット 
ワーク プロファイルとして 保存されます。 

5. 表示されているすべてのウインドウを閉じます。 


が上で無線 LAN 接続の設定は完了です。 

■ r 七キユリティキーまたはパスフレーズ」 （VVEP キーまたは 
PSK) で使用可能な文字と文字数 

「セキュリティキー または パスフレーズ」 （WEP キー または PSK ) に使用できる文字や文字 
数は、 セキュリティの 種類によって異なります ので、 次の表をご確認ください。ただし、使 
用する無線 LAN の機器によっては、 キーの 形式や文字数に対応していない場合があります 
ので、 ご注意ください。 

□ 「七キュリティの種類」が WPA - パーソナル/ WPA 2 ■パーソナルの場合 


キーの 形式 

巧用可能な文字 

文字数 

ASCII 文字 

•日〜9の半角数字 

• A 〜 Z の半角英字（大文字） 

- a 〜 Z の半角英字（小文字） 

• (アンダーバー） 

8文字な上、63文字な下 

16進數 

(キャラクターコード） 

• 〇〜9の半角数字 

- A 〜 F の半角英字（大文字） 

• a 〜 f の半角英字（小文字） 

64が于 
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□「セキュリティの種類」が WEP の場合 


キーのおま 

巧用可能な文字 

文字数 

ASCII 文字 

• 〇〜9の半角数字 

- 5文字 


- A 〜 Z の半角英字（大文字） 

- a 〜 Z の半角英字（小文字） 

• (アンダーバー） 

-13文字 

16進数 

• 〇〜9の半角数字 

• 10が于 

(キャラクターコード） 

• A 〜 F の半角英字（大文字） 

• a 〜 f の半角英字（小文字） 

• 26が于 


P POINT 

► 省電力機能の解除をお勧めします 

無線 LAN 機能を使ってネットワーク（インターネットなど）に接続中は、スリープや休止状態 
にしないことをお勧めします。お使いの環境によっては、ネットワーク（インターネットなど） 
への接続が正常に行われない場合があります。 

なお、ご購入時の状態では、一定時間パソコンを操作しないとスリープになるよう設定されて 
いますので、前述のような不都合がある場合には、次の手順で設定を変更して〈ださい。 

1. 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

2. 「システムとメンテナンス」一「電源オプション」の「コンピュータをスリープが態にす 
る時間の変更」の順にクリックします。 

3. 次の項目を設定し、「変更の保存」をクリックします。 

-「コンピュータをスリープ状態にする」の「バッテリ駆動」と「電源に接続」を「なし」にします。 

4. ウィンドウを閉じます。 

自動的にスリープや休止状態に移行しないように設定されました。 
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1 こんなときは 


無線 LAN のご使用に際して何か困ったことが起きた場合は、な下の内容をお調べください。 
お客様からお問い合わせの多いトラブルに関する症が、原因、対処方法を記載しています。 
問題が解ができない場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問合わせ窓口」にご相談く 
ださい。 


ネットワークに接続できない 


• 「ネットワ'ークコンピュ ■ ータ」をクリックしても、他のコンピュ'ータが表巧されないか、 
表示されても接続ができません。 

• インフラストラクチャ通信で、無線 LAN アクセスポイントに接続できません。 

P POINT 

►コンピュータ起動時に、ネットワークドライブの巧接続に失敗する場合がありますが、巧接続 
に失敗したネットワークドライブをクリックすると接続できます。 

■無線 LAN の設定に関する原因 

一「ネットワークぶ （ SSID ) や「セキュリティキーまたはパスフレーズ」 （ WEP キー、ま 
たは PSK ) などのセキュリティの設定が正しくない」 

一「無線 LAN アクセスポイントに設定されているチャンネルが、本パソコンの使用可能 
チャンネルが外になっている」 

一「電波を停止した状態になっている」 

■電波状態に関する原因 

一「電波の状態が悪いため、電波が届かない」 

一「同ーフロア内などで複数の無線 LAN のネットワークがあり、使用するチャンネルが重 
なっている」 


■その他の設定に関する原因 

一 「 IP アドレスの設定が正しくない」 

一「ネットワークの設定が正常にできていない」 
一「接続先のパソコンの電源が入っていない」 

一「接続先にアクセスする権限がない」 
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■ネットワーク名 （ SS の）や「七キュリテイキーまたはパスフレー 
ズ」 ( WEP キ ー 、または PSK ) などの七キュリティの設定が正 
しくない 


□巧策 

アドホック通信の場合、接続するすべてのパソコンで、ネットワーク名 （ SSID ) 、および 
「七キュ y ティ キーまたは パス フレーズ」 （ WEP キーまたは PSK ) を同じ値に設定してくだ 
さい。 

インフラストラクチャ通信の場合、ネットワークぶ （ SSID ) 、ネットワーク認証、および 
データの暗号化などのセキュリティの設定を無線 LAN アクセスポイントに従って設定して 
ください。 

設定方法は、「無線 LAN の設定をする」（一 P .18) をご覧ください。 

■無線 LAN アク七スポイントに設定されているチャンネルが、本 
パソコンの使用可能チャンネル U かになっている 

□巧策 

無線 LAN アクセスポイントのチャンネルを、1〜13の間で設定してください。 

■電波を停止した状態になっている 

□巧策 

ワイヤレススイッチが ON になっていることを確認してください。また、電波を発信して 
いるが態になっていることを確認してください。 

「電波の発信を開始する」（一 P .13) 

■電波の状態が悪いため、電波が届かない 

□巧策 

アドホック通信の場合、接続相手のパソコンとの距離を短くしたり、障害物をなくして見 
通しをよくしたりしてから、再度接続してください。 

インフラストラクチャ通信の場合、無線 LAN アクセスポイントとの距離を短くしたり、障 
害物をなくして見通しをよくしたりしてから、再度接続してください。 

■同ーフロア内などで複数の無線 LAN のネットワークがあり、使 
巧するチヤンネルが重なっている 


□巧策 

近くに他の無線 LAN のネットワークがある場合は、使用するチャンネルが重ならないように 
無線 LAN のチヤンネルを変更してください。 

2.4 GHz については、使用しているチヤンネルの間隔を5チヤンネルな上あけてお使いくださ 
い。 
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■ IP アドレスの設定が正しくない 


□ 対策 

ネットワークの設定を確認してください。 

お使いのプロトコルボ TCP / IP の場合は、次の手順で IP アドレスを確認できます。 

1 「スタート J ボタンー「すべてのプログラム J 一「アクセサリ」一「コマン 
ドプロンプト」の順にクリックします。 

2 「コマンドプロンプト」ウィンドウで、次のように riPCONFIG 」 コマンド 
を入力し. 【 Enter 】 キーを巧します。 

例： C ドライブボハードディスクの場合 

C:¥〉ipconfig 【 Enter 】 

IP アドレスが正常に表示されているか確認してください。 


IPv 4 アドレス . 

... ：192. 168.2. 100 

サブネットマスク . 

... ： 255. 255. 255.0 

デフオルトゲートウ X イ .. 



P POINT 

►インフラストラクチャ通信の場合、 IP アドレスが 「169.254. XXX . YYY 」 または 「0.0.0.0 J 
と表示されたときは、 IP アドレスを正常に取得できていません。 

次の点を確認してください。 

-セキュリティの設定が無線 LAN アクセスポイントと一致しているか 
■パソコンのインターネットプロトコル （ TCP / IP ) の設定 

設定に誤りがある場合は、修正して〈ださい。それでも現象がをわらない場合は、パ 
ソコンを巧起動してください。 

► IP アドレスが表示されず、「メディアは接続されていません」と表示される場合、次の 
点を確認してください。 

-ワイヤレススイッ于が ON になっているか 

■ネットワーク名 （ SSID ) が無線 LAN アクセスポイントと一致しているか 
-セキュリティの設定が無線 LAN アクセスポイントと一致しているか 

■ネットワークの設定が正常にできていない 

□対策 

プロ トコ ル、ワークグループ名 I や共有設定を確認してください。 

詳細な設定にっいては、接続するネットワークのネットワーク管理者に確認してください。 

■接続先のパソコンの電源が入っていない 

□対策 

接続先のパソコンの電源が入っているか、確認してください。 

■接続先にアク七スする権限がない 

□対策 

接続先のネットワークまたはパソコンにアクセスする権限があるう\ネットワーク管理者 
に確認してください。 
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PING コマンドを実行して、接続確認をしたい 

次の手順で PING コマンドを実巧して、 IP パケットが通信先に正しく届いているかを確認 
します。 

P POINT 

► PING コマンドを実行するには、 TCP / IP プロトコルをインストールしておく必要があります。 

► PING コマンドによる接続確認のために、ファイアウォールの設定の切り替えが必要になる場合 
があります。 

X 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム J 一「アクセサリ」一「コマン 
ドプロンプト J の I 眼にクリックします。 

2 コマンドプロンプトで、次のように 「 PING 」 コマンドを入力し、 【 Enter 】 
キーを押します。 

例： C ドライブがハードディスク、通信先の IP アドレスが 192.168 .2.2 の場合 
C：¥>ping 192.168.2.2 [ Enter ] 

正常に接続できている場合は、次のように表示されます。 


192.168 .2. 2 に ping を送信しています 32 バイトのデータ： 

192.168.2. 2 からの応答：バイト数 =32 時間 <1 ms TTL =64 

192.168.2. 2 からの応答：バイト数 =32 時間 <1 ms TTL =64 

192.168.2. 2 からの応答：バイト数 =32 時間 く 1 ms TTL =64 

192.168.2. 2 からの応答：バイト数 =32 時間 く 1 ms TTL =64 


接続できていない場合は、「宛先ホストに到達できません」「転送に失敗しました」 
などと表示されます。そのときは「ネットワークに接続できない」（一 P .32) をご覧 
ください。 
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2 用語集 


■ AES (Advanced Encryption Standard ) 

現在用いられている DES、3DES に代わる次世代の標準暗号化方式で、強固な暗号化方式と 
して無線 LAN への幅広い普及が見込まれています。暗号化アルゴリズムには、ベルギーの 
暗号開発をが關発した「民 ijndael (ラインダール)」が採用され、データを固定のブロック長 
で区切ってそれぞれ暗号化を巧います。データ長は 128. 192. 256ビット、鍵の長さは128、 
192、256ビットがサポートされていて暗号強度は非常に高く設計されています。 

■ DFS (Dynamic Frequency Selection ) 

航空管制 レーダー や気象 レーダー などで使用される レーダーの 干渉波を検出して、使用す 
るチャンネルを自動的に変更する、無線 LAN アクセス ポイントの機能です。 レーダー 波の 
検出は、無線 LAN アクセス ポイントの起動時に行われた後 も 定期的に行われます。 レー 
ダー 波が検出された場合には、使用するチャンネルが変更されるた め、 通信がいったん切 
断されます。 

■ DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol ) 

IP アドレスなどの通信に関するパラメータを自動取得するために使用するプロトコルです。 
IP アドレスを与える側を DHCP サーバー、 IP アドレスを与えられる側を DHCP クライアン 
卜と呼びます。 

■ DNS (Domain Name System ) 

パソコンに 割り当てた IP ア ドレス と名前の対応を管理する機能です。 

IP アドレスがわからないパソコンでもぶ前がわかっていれば、そのパソコンと通信できま 
す。 

■ IEEE 802.1 1 a 

圧 EE (米国電気電子学会）で LAN 技術の標準を策定している802委員会が定めた、無線 
LAN の規格の一つです。無線免許なしで自由に使える 5GHz 帯の電波を使い、最大 54Mbps 
の速度で通信できます。 

圧 EE 802.1 la に使用されている電波は、日本国内において屋内での使用に限をされ、無線の 
届く有劾距離も圧邸802.1 lb に比べると長くありません。 

^表示の数値は、無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すも 
のではありません。 

■ IEEE 802.1 1 b 

圧 EE (米国電気電子学会）で LAN 技術の標準を策定している802委員会が定めた、無線 
LAN の規格の一つです。無線免許なしで自由に使える 2.4GHz 帯の電波 （ISM バンド）を 
使い、最大 11Mbps の速度で通信を行うことができます。 

^表示の數値は、無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すも 
のではありません。 
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■ IEEE 802.1 1g 

圧 EE (米国電気電子学会）で LAN 技術の標準を策をしている802委員会が定めた、無線 
LAN の規格の一^^3です。圧 EE 802.1比と互換性を持ち、同じ 2.4 GHz 帯を使いながら、最大 
で 54 Mbps の通信が行えます。 

^表示の数値は、無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すも 
のではありません。 

■ IEEE 802.1X 

ネットワークでのユーザー認証方式を定めた圧 EE (米国電気電子学会）標準プロトコルで 
す。 

クライアントは、 RADIUS サーバーとの相互認証が成功しない限り、ネットワークにアク 
セスすることはできません。クライアントと RADIUS サーバーとで相互認証が成功すると、 
セッションごとにセキュリティキー （ WEP キー）が自動的に生成され、クライアントに配 
信されます。 

このため、無線 LAN クライアントで個々にセキュリティキー （ WEP キー）を設定する必 
要がありません。また、通信中にもセキュリティキー （ WEP キー）を自動的に靈更するた 
め七キュリティが高まります。認証の種類には電子証明書を使った TLS 、 電子証明書とユー 
ザーを/パスワードを使用した PEAP などがあります。 


■ ■P アドレス 

TCP / IP 環境で、パソコンが通信するために使用するアドレスです。 

現在使用されている IPv 4 レくージョン 4) では、1から255までの、4個の数値で表します。 
(例：192.168.100 .123) 

また、 IP アドレスには、グローバルアドレスとプライベートアドレスがあります。 

ダローバル アドレスは、世界でただひとつのアドレスです。国内では 、 JPNIC (日本ネット 
ワークインフォーメーションセンター）により管理されています。プライベートアドレス 
は、閉じたネットワークの中でひとつのアドレスです。 

■ LAN (Local Area Network) 

同ー フロア やビルなどの比較的狭い範囲で、コンピュータ同±を接続した環境を言います。 

■ MAC アドレス （Media Access Control Address) 

ネットワークカードに固有の物理アドレスです。 

Ethernet ならバイト長で、先頭の3バイトはベンダコードとして IE 邸が管理/割り当てを 
しています。残り3バイトは各ベンダで独自に（重權しないように）管理しているコード 
なので、結果として、世界中で同じ物理アドレスを持つ E 化 emet カードは存在せず、すべて 
異なるアドレスが割り当てられていることになります。 E 化 emet ではこのアドレスを元にフ 
レームの送受信をしています。 

■ MTU (Maximum Transmission Unit) 

インターネットなどのネットワーク上で、一度に転送可能な最大データサイズのことです。 
最大データサイズが大きすぎてデータが正しく通信できない環境などでは、 MTU のサイズ 
を小さく設定することにより正常に通信できるようになります。 

■ PPPoE (Point to Point Protocol over Ethernet) 

電話回線接続で使用する認証プロトコル （ PPP ) を、 E 化 emet 上で使用するための方式です。 
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■ PING (Packet Internet Groper) 

インターネットやイントラネットなどの TCP / IP ネットワークで、相手先のコンピュータと 
通信できているかや通信回線の状況を確認するコマンドです。 

■ Super AG™. Super G™ 

米国アセ ロス•コミ ュニケーシヨンズ社の開発した無線高速化技術です。通信データフレー 
ムをバースト転送する技術に加え、データの圧縮を行うことによって、無線 LAN 通信をよ 
り高速化します 。 Super AG ™ および Super G ™ をご利用になるには、無線 LAN アク七スポ 
イント側もご利用になる機能に対応している必要があります。 

■ TCP/IP (Transmission Control Protocol/Internet Protocol) 

インターネットの標準プロトコルであり、現在最も普及しているプロトコルです。 

■ TKIP 

WPA で使用される、暗号化方式の1つです。暗号化アルゴ y ズムは WEP と同じ民 C 4 です 
が、1パケットごとに暗号化に使用する暗号化キーを変更することで、七キュリティレベル 
が高くなっています。 

■ Wi-Fi® 

無線 LAN の互換性接続を保証する団体「 Wi-Fi Alliance ®」 の相互接続性テストを合格して 
いることを示します。 

■ WPA (Wi-Fi Protected Access) 

Wi-Fi Alliance ® が策定したセキュリティ規格です。従来のネットワークぶ （ SSID ) やセキュ 
リティキー （ WEP キー）に加えて、ューザー認証機能や暗号化プロトコルを採用して、七 
キュリティを強化しています。 

■ WPA2 (W 卜 Fi Protected Access 2) 

Wi-Fi Alliance ® が新たに策をした WPA の新バージヨンです。 WPA と比べ、より強力な AES 
暗号に対応しています。 

■ WPA- パーソナル/ WPA2 -パーソナル 

あらかじめ設定した文字列が無線 LAN アクセスポイントとクライアントで一致した場合、 
相互認証を行う簡易認証の方ぶです。 

■アドホック 

無線 LAN のネットワーク構成の呼びおです。無線 LAN 機能を搭載したパソコンだけで通 
信を行う形態を言います。詳しくは、「アドホック通信」（一 P .9) をご覧ください。 

■インフラストラクチャ 

無線 LAN のネットワーク構成の呼びおです。無線 LAN アクセスポイントを使用して通信 
を巧う形態を言います。詳しくは、「インフラストラクチャ通信」（一 P .8) をご覧ください。 
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■才ープンシステム認証 

無線 LAN のネットワーク認証のうちの1つです。認証の際にセキュ y ティキー ( WEP キー） 
の確認、を行わないため、クライアントは正しいセキュリティキー （ WEP キー）を提示しな 
くても無線 LAN アクセスポイントと接続することができます。しかし、実際に通信を行う 
場合には同じセキュリティキー （ WEP キー）が設定されている必要があります。 
オープンシステム認証は、オープンキー認証と呼ばれる場合があります。 

■サブネットマスク 

TCP / IP ネットワークは、複数の小さなネットワーク（サブネット）に分割されて管理され 
ます。 IP アドレスは、そのサブネットのアドレスと、個々のコンピュータのアドレスから 
構成されています。 IP アドレスの何ビットがサブネットのアドレスかを定義するのが、サ 
ブネットマスクです。通信を行うパソコン同±で、同じ値を設定します。 

■ 七キユリティキー （ WEP キ ー） 

データ通信を行う際にデータを暗号化するために使用する鍵情報です。 

本パソコンはデータの暗号化/復号化ともに同一の七キュリティキー （ WEP キー）を用い 
るため、通信する相手と同一のセキュリティキー （ WEP キー）を設定する必要があります。 

■プロトコル 

パソコン間でのデータの受け渡しを行うための手順や規則です。 

データの送受信方法、通信エラー時の処理など、通信を行うために必要な条件をすべて手 
順化しておくことで、規則正しい情報の伝達が行えます。 

■ チヤネル（チヤンネル） 

無線 LAN アダプタや無線 LAN アクセスポイントなどの無線 LAN 製品で通信するために使 
用する、無線 LAN の周波數帯を表します。 

■ネットワーク認証 

無線 LAN クライアントが、無線 LAN アクセスポイントと接続する場合に行う認証方式を 
指します。認証方法は、それぞれのクライアントに設定されていなければならず、通信し 
たい無線 LAN アクセスポイントの設定とも一致している必要があります。 

ネットワーク認証は認証モードと呼ばれる場合もあります。 

■ ネットワーク名 （SSID : Service Set Identifier) 

無線 LAN のネットワークを構成するとき、混信やデータの盗難などを防ぐために、グルー 
プ分けをします。このグループ分けを「ネットワーク名 （ SSID ) 」で行います。さらに七 
キュリ ティ 強化のために「七キュリティキーまたは パス フレーズ」 （ WEP キー、または PSK ) 
を設定し、「ネットワークを （ SSID ) 」と「セキュリティキーまたは パス フレーズ 」 （WEP 
キー、または PSK ) が一致しないと通信できないようになっています。 

■パスフレーズ 

WPA の I 忍証方式の1つ、 WPA - パーソナル / WPA 2 -パーソナル認証で使用する暗号キーのこ 
とをホ胃します。 
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3 IP アドレスについて 


IP アドレスは、 TCP/IP 環境で、パソコンが通信するために使用するアドレスで 
す。 

現在使用されている IPv4 (バージョン 4) では、1から255までの、4個の数値 
を.（ピリオド）で区切って表します。 

例として、次のように設定します。0巧はサブネットマスクです。 

<設定例> 

パソコン A :192.168 .100.2 (255.255.255.0) 

パソコン目：192.168 .100.3 (255.255.255.0) 

パソコン C :192.168 .100.4 (255.255.255.0) 


パソコンX :192.168 .100.254 (255.255.255.0) 

■ネットワーク上に DHCP サーパーが存在する場合 

IP アドレス設定において、 「 IP アドレスを自動的に取得する」を選択します。 

P POINT 

► DHCP サーバーとは、ネットワーク上のパソコンなどに IP アドレスを自動的に割り振るサー 
バーです。無線 LAN アクセスポイントにこの機能が搭載されている場合もあります。 

■ネットワーク上のパソコンに IP アドレスがすでに割り振られて 
いる場合 

ネットワーク管理者に設定する IP アドレスを確認してください。 
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4 仕様 


項目 

仕様 

ネットローク種類 
(無線 LAN 規格） 

IEEE 802.1 la (J52/W52/W53/W56) 準拠 

IEEE 802.1 lb 準拠 

IEEE 802.1 Ig 準拠 
(Wi-Fi® 準拠）[注 1] 

転送レート 

DS-SS : 11/5.5/2/1 Mbps (自動切り替え） 

OFDM : 54/48/36/24/18/12/9/6 Mbps (自動切り替え） 

セキュリティ 

ネットワークを （SS1D) 

WEP (セキュリティキー （WEP キ ー） ： 64/ 128ビット）[を 2] 

WPA- パーソナル （WPA-PSK) (TKIP/AES) 

WPA2 ■パーソナル （WPA2-PSK) (TKIP/AES) 

WPA- エンタープライズ （WPA) (TLS/PEAP) (TKIP/AES) 

WPA2 -エンタープライズ （WPA2) (TLS/PEAP) (TKIP/AES) 

IEEE 802. IX (TLS/PEAP) 

使用周波教範团 

2,400 MHz 〜2,483.5 MHz 

5，150 MHz 〜5,340 MHz 

5,460 MHz 〜5,740 MHz 

チヤンネル数 

IEEE 802.1 lb 準拠：！〜 13ch (DS-SS) (そのうら Ich を使用） 

IEEE 802.1 Ig 準拠；！〜 13ch (OFDM) (そのうも Ich を使用） 

IEEE 802.1 la (J52AV52/W53/W56) 準拠： 36/40/44/48 巧 4/38/42/46/52/56/60/64/ 
100/104/108/112/116/120/124/128/132/136/140ch (OFDM) (そのうち Ich を使用） 

無線 LAN の最大接続 
推奨お数 

(アドホック通信時） 

10 台な下[を 3 ] 


ま*!: Wi - Fi ® 準拠とは、無線 LAN の相互接結性を保証する団体 「 Wi-Fi Alliance ®」 の相互接続性テスト 
に合格していることを示します。 

を2 : WEP による暗号化は上記ビット数で巧いますが、ユーザーが設定可能なビット数は固定長24ビッ 
卜を引いた40/ *104 ビットです。 

ま3:お使いになる環境によっては、接続可能な台数は減かすることがあります。 
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